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ま
る
で
人
生
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
よ
う
に

載
せ
て
使
え
て
、魅
せ
ら
れ
て
―
―

　

そ
の
車
室
空
間
や
荷
台
容
量
だ
け
で

限
界
を
決
め
つ
け
て
は
い
け
な
い
。ア

メ
リ
カ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｖ
や
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
ク

の
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
拡
が
る
こ
と
を

知
っ
た
。日
本
よ
り
は
る
か
に
ア
ウ
ト

ド
ア
が
身
近
で
、時
に
命
の
危
険
を
感

じ
る
よ
う
な
僻
地
ま
で
が
そ
ば
に
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
ラ
イ
ノ

ラ
ッ
ク
は
、タ
フ
な
マ
シ
ン
を
さ
ら
に

便
利
、快
適
に
。な
に
よ
り
美
し
く
、た

く
ま
し
く
彩
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

何
よ
り
も
そ
の
ル
ー
フ
を
有
効
活
用

す
る
な
ら
、ま
ず
パ
イ
オ
ニ
ア
プ
ラ
ッ

ト
ッ
フ
ォ
ー
ム
か
、も
し
く
は
Ｘ
ト
レ

イ
を
背
負
っ
て
み
る
。専
用
ス
ト
ラ
ッ

プ
な
ど
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ギ
ア
を
固
定
す

る
の
で
、そ
の
積
載
方
法
は
無
限
大
だ
。

ル
ー
フ
ボ
ッ
ク
ス
と
は
違
っ
て
、荷
物

が
露
わ
に
な
る
の
が
プ
ロ
っ
ぽ
く
、い

ち
い
ち
固
定
す
る
行
為
す
ら
楽
し
く
な

る
ほ
ど
、ド
レ
ス
ア
ッ
プ
ア
イ
テ
ム
と

し
て
の
“
機
能
”
も
抜
群
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
付
随
す
る
ア
フ
タ
ー
パ
ー
ツ

も
多
種
多
様
だ
。ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ

を
熟
知
す
る
パ
ー
ツ
が
揃
う
の
で
、使

い
か
た
に
応
じ
て
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
。

ラ
イ
ノ
ラ
ッ
ク
の
代
表
作
と
言
え
る
の

が
、屋
外
で
過
ご
す
際
に
役
立
つ
バ
ッ

ト
ウ
イ
ン
グ
オ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ン
シ
ー

カ
ー
オ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。大
自
然
の
脅

威
か
ら
身
を
守
り
、人
間
を
安
全
に
運

ぶ
道
具
で
あ
る
た
め
の
自
動
車
に
、ま

る
で
大
自
然
と
共
存
す
る
入
り
口
が
備

わ
っ
た
か
の
よ
う
だ
。容
赦
な
く
照
り

つ
け
る
日
差
し
か
ら
優
し
く
身
を
守
っ

て
く
れ
て
、大
自
然
の
芳
香
を
含
ん
だ

そ
よ
風
に
く
る
ま
れ
な
が
ら
飲
む
珈
琲

は
、き
っ
と
格
別
に
美
味
い
は
ず
だ
。

　

ラ
イ
ノ
ラ
ッ
ク
に
宿
る
の
は
、灼
熱

の
地
に
ふ
と
流
れ
る
そ
よ
風
の
よ
う

な
、人
間
が
気
持
ち
い
い
と
思
え
る
モ

ノ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。単
に
使
い
や

す
い
だ
け
で
は
な
い
。見
て
、触
っ
て
、

共
に
一
緒
に
い
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
存
在
だ
。そ
れ
は
荒
ん
だ
現

代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
心
を
解
放

さ
せ
る
、一
種
の
パ
ワ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ

ア
イ
テ
ム
か
も
し
れ
な
い
。人
そ
れ
ぞ

れ
置
か
れ
た
環
境
や
、課
せ
ら
れ
た
任

務
は
異
な
る
。趣
味
嗜
好
だ
っ
て
バ
ラ

バ
ラ
だ
。で
も
、た
だ
寡
黙
に
す
べ
て
の

ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
ラ
イ
ノ
ラ
ッ
ク

が
あ
れ
ば
、人
は
そ
こ
に
、夢
と
希
望
を

載
せ
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

RHINO-RACK
OFF-ROADING, CAMPING, ADVENTURES. OVERLAND...

30
周
年
を
迎
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

老
舗
シ
ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ド『
ラ
イ
ノ
ラ
ッ
ク
』が
愛
さ
れ
る
理
由
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Ｓ
Ｕ
Ｖ
や
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
可
能
性
を
無
限
大
に
拡
げ
て
く
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
『
ラ
イ
ノ
ラ
ッ
ク
』
は
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て

僕
た
ち
の
心
に
す
っ
と
溶
け
込
み
、
未
来
へ
の
活
路
を
開
い
て
く
れ
る
。

ル
ー
フ
や
ベッ
ド
に
載
せ
る
の
は
、

キ
ャン
プ
道
具
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

ライノラックを使い倒す４つのエレメンツ

PIONEER 
PLATFORM

カスタムの自由自在の
次世代プラットフォーム

ルーフトレイはベースキャリアの上
に載せるのが一般的。しかしトレイ
とバーが一体となった「パイオニア
プラットフォーム」なら車高を低く
抑えることができる。スポーティで
なめらかなマットブラック仕上げ。
自転車やカヤックも固定できる専用
パーツは別売りとなる。

BATWING 
AWNING

特徴的な270度開閉式の
本格オーニングでOFFを楽しめ！

新しい発想の「バットウィングオー
ニング」は、ユニークなその形が印
象的。文字どおりコウモリの羽のよ
うに広がる270度のオーニングは、
設置までたった2分。またサイドウ
ォールやエクステンションなどのア
クセサリーと組み合わせて自由に使
える。右展開／左展開も選択可。

XTRAY 

旬なバスケット型なら
スタイリッシュなXトレイ

車種を問わずフィットする洗練され
たデザインとパウダーコートのマッ
トブラックカラーが街中でも目を惹
く「Xトレイ」。前面に付いたウイン
ドデフレクターが走行中の空気抵抗
や騒音を低減し、虫や汚れから荷物
を守ってくれる。サイズはLargeと
Smallの2サイズ。

SUNSEEKER 

オーバーランドの定番は
拡張性にも注目！

手軽で使いやすい「サンシーカー」オ
ーニングは、アウトドアシーンのマ
ストハブ。 キャンプやビーチでも
UVカット加工だから安心して使え
る。別売りのエクステンションでオ
ーニングを繋げれば、周りの視線も
カットしてさらに快適に。2.5mと
2.0ｍの2サイズ展開。

オーストラリア大陸の申し子

広大なオーストラリアには、深い森か
ら砂漠、荒野とさまざまな環境が存
在する。彼の地での生活や趣味を支
えるためにライノラックは生まれた。

荷台に宿る、無限の可能性

グラディエーターのようなピックア
ップトラックの荷台を使う際にもラ
イノラックは重宝する。ラックを固
定すれば利便性は飛躍的に上がる。

No Pickup Truck, 

No Life!
アメリカン・ピックアップのある生活



073 072

本国ライノラックの輸出担当マネージャー・サムさんに聞く
『RHINO-RACK』の魅力と日本市場について

ピックアップ・トラック用も
どんどん開発していきます！
オーストラリアのタフな自然
の中で開発され、 鍛えられ
てきたライノラック製のルー
フラックやオーニングアイテ
ムが、 いま日本国内でも人
気となっている。 ここでは
ライノラックの輸出担当マネ
ージャーであるサムさんに、
そのスタートから、 商品の
特徴、 今後の展開までを教
えてもらった。
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ルーフラックに特化した会社
それが『ライノラック』です

　最近のキャンプブームも手伝って、実

用性だけでなく見せるためのアイテムと

しても人気となっているのがルーフラッ

ク。このルーフラックを約30年前から専

門に作っているのがオーストラリアの

『ライノラック』だ。今回は日本市場の視察

で来日したサムさんに、同社の成り立ち

から製品の魅力までをうかがってみた。

「ライノラックは約30年前に職人向けの

キャリアバーからスタートしたルーフ

ラック専門の会社です。社名は『サイのよ

うに強いラック』の意味。オーストラリア

では都市部以外は、赤土の大地であった

り、荒れた道が延々と続くような、タフな

コンディションが多い場所です。会社を

設立した頃は安くて粗悪なルーフラッ

クが多く、壊れて荷物が落ちる事故も発

生しました。だから我われは、高品質で安

全な商品開発から着手しました。

　ブランドコンセプトは『高品質』である

こと。いい材料を使って優れたデザイン

とハイクオリティな製品を開発する中

で生まれたのが、パイオニアプラットフ

ォームです。この商品は汎用性が高く、豊

富なアクセサリーによって、使う人それ

ぞれに最適なカスタムができるためヒ

ット商品となりました。

　オーストラリアの環境で大丈夫なら

世界中どこでも通用する。優れた強度や

耐久性もライノラック製品が選ばれて

いる理由だと考えます」

　ライノラックの製品は、オーストラリ

アはもとより、日本や北米でも広く人気。

ちなみにどんな車種に人気か尋ねてみ

ると「オーストラリアではハイラックス

やFJクルーザー、北米ではジープ・ラン

グラーやフォードのピックアップ、日本

ではランクルやハイラックス、RAV4オ

ーナーさんたちに人気ですね。今後も新

しい車種用を随時開発していく予定で

すが、日本向けではランクル300、北米向

けではフォードF-150用などを予定して

います」と答えてくれた。

　ライノラックのアイテムは、日本未発

売の北米やオーストラリア向け商品も用

意されている。また逆輸入車など、対応車

種も多いので気になる方は正規代理店の

エクシズルラインまでお問い合わせを。

今回の来日では
日本のカスタムも
チェックしました！

「今回は日本のカスタ
ム事情もチェックし
たのですが、キャン
プとか自然を楽しむ
スタイルは、日本人
もオーストラリア人
も共通だと感じまし
たね」

サイドからリアまで270度
展開するオーニングも人気

パイオニアプラットフォ
ームと並んで人気なのが、
サイドからリアまで270
度展開するバットウイン
グオーニング。展開する
とその名前のとおりコウ
モリの羽のような形で広
い面積を陽射しからカバ
ーしてくれる。展開・収
納もひとりでラクラクで
きる独自の構造も魅力だ。

RHINO-RACK
AUSTRALIA

Export Manager

SAM EU

ライノラック社の輸出部門マネージャーであ
るサムさん。ムキムキのボディは趣味のロッ
ククライミングによるもので、座右の銘は

「Never Give Up」。愛車はパジェロ、チェロキ
ー、プラドと乗り継ぎ、現在は奥様の意向か
らヴェルファイア。「もちろんルーフラックは
付けてます（笑）」。見た目重視でルーフラック
を付ける日本のカスタムも、「見た目も機能も
両立させた製品だからライノラックが選ばれ
ているのだと実感しました」とニッコリ。

車種専用設計は
アメリカからの
逆輸入車にも

対応してますヨ！

No Pickup Truck, 

No Life!
アメリカン・ピックアップのある生活


